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ACSS1

ACSS1; ACAS2L; KIAA1846; Acetyl-coenzyme A synthetase 2-like; mitochondrial; Acetate--
CoA ligase 2; Acetyl-CoA synthetase 2; AceCS2; Acyl-CoA synthetase short-chain family
member 1
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はミトコンドリアのアセチルCoA合成酵素をコードする。マウスの類似タンパク質は、酢酸からアセチルCoAへの変換を触媒することで、トリカルボン酸回路において重要な役割を果たしている。この遺伝子には、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されている。[RefSeq提供、2011年11月],触媒活性：ATP + 酢酸 + CoA = AMP + 二リン酸​​ + アセチルCoA.,機能：酢酸をアセチルCoAに変換し、トリカルボン酸回路を通じた酸化反応に利用してATPとCO2を生成する。,配列注意：配列エラー。,類似性：ATP依存性AMP結合酵素ファミリーに属する。,
	研究分野
	解糖系/糖新生;ピルビン酸代謝;プロパン酸代謝;
	画像データ
	

	ACSS1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	ACSS1抗体を用いたHT-29細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ACSS1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	ACSS1ポリクローナル抗体を用いたHT29細胞のウェスタンブロット解析

